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審議結果一覧

６
月
定
例
会
の
審
議
結
果

各活動報告

基幹交通網の整備促進に関する
特別委員会

相馬福島道路の工事進捗状況
を視察

立谷市長（写真右）に要望書を手渡す菊地議長（写真

中央）と波多野産業建設常任委員会委員長（写真左）

議案番号 件           名 審議結果

４２ 相馬市教育委員会委員の任命について
同　意

全会一致

４３ 相馬市固定資産評価審査委員会委員の
選任について

同　意

全会一致

４４

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り収入が減少した被保険者等に対する
国民健康保険税及び介護保険料の減免
に関する条例の制定について

原案可決

全会一致

４５ 相馬復興市民市場条例の制定について
原案可決

全会一致

４６ 相馬市固定資産評価審査委員会条例の
一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

４７ 相馬市職員特殊勤務手当等に関する条
例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

４８ 相馬市税条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

全会一致

４９ 相馬市国民健康保険条例の一部を改正
する条例について

原案可決

全会一致

５０ 相馬市国民健康保険税条例等の一部を
改正する条例について

原案可決

賛成多数

５１ 相馬市介護保険条例の一部を改正する
条例について

原案可決

全会一致

５２
相馬市公益的法人等への職員の派遣等
に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

全会一致

５３ 相馬市スポーツ施設条例の一部を改正
する条例について

原案可決

全会一致

５４ 相馬市後期高齢者医療に関する条例の
一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

５５ 相馬市ＬＶＭＨ子どもアート・メゾン
条例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

議案番号 件           名 審議結果

５６

相馬市地方活力向上地域における固定
資産税の課税免除及び不均一課税に関
する条例の一部を改正する条例につい
て

原案可決

全会一致

５７ 市道東部４６２号線復興道路改良その
５工事変更請負契約の締結について

原案可決

全会一致

５８
相馬市尾浜地区復興交流広場地域交流
支援施設建築主体工事変更請負契約の
締結について

原案可決

全会一致

５９ 市道路線の廃止について
原案可決

全会一致

６０ 市道路線の変更について
原案可決

全会一致

６１ 市道路線の認定について
原案可決

全会一致

６２ 公の施設の指定管理者の指定について
原案可決

全会一致

６３
相馬地方広域市町村圏組合の共同処理
する事務の変更に伴う財産処分につい
て

原案可決

全会一致

６４ 令和２年度相馬市一般会計補正予算
（第３号）

原案可決

全会一致

６５ 令和２年度相馬市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

原案可決

賛成多数

６６ 令和２年度相馬市介護保険特別会計補
正予算（第１号）

原案可決

全会一致

６７ 福島県最低賃金の引き上げと早期発効
を求める意見書

原案可決

全会一致

６８ 地方財政の充実・強化を求める意見書
原案可決
全会一致

６９
東京電力福島第一原子力発電所におけ
るトリチウム水の海洋放出を行わない
ことを求める意見書

原案可決

全会一致

陳情
番号 件           名 審 議

結 果

１
福島県最低賃金の引き上げと早期発
効を求める意見書の提出を求める陳
情

採　択

全会一致

請願
番号 件           名 審 議

結 果

１ 茄子小田橋の早期復旧及び強靭化に
関する請願

採　択

全会一致

閉会中の委員会で審査した陳情及び請願の審査結果

東京電力福島第一原子力発電所におけるトリチウム水の海洋放出を行わないことを求める意見書

　本年二月十日、国の「多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会」は、東京電力福島第一原子力
発電所の敷地内に保管されている、放射性物質のトリチウムを含む多核種除去設備等処理水（以下「トリチ
ウム水」という。）の処分方法について、基準を満たした形で海洋に放出する方法、若しくは大気中に水蒸気
放出する方法が現実的な選択肢であり、そのうち国内外で実績等がある海洋放出が水蒸気放出より確実に実
施できると報告している。
　また、報告書では、広く関係者の意見を聞き、責任をもってトリチウム水処分に係る方針を決定すること
を国に求めている。東日本大震災以降、多くの関係者、特に漁業従事者は、本格的な操業再開や風評被害払
拭に懸命な努力を続けており、そのような状況において、トリチウム水を海洋放出することは、関係者のこ
れまでの努力を裏切るもので、本県の水産業はもとより様々な産業に与える影響ははかり知れないものがあ
る。今なお、増え続けるトリチウム水については、早期の処分方針の決定が求められているとはいえ、国は、
一方的に進めるのではなく、広く関係者から意見を聞き、理解を得られた中で、適切な対応をとることが必
要不可欠である。
　よって、国においては、関係者の理解を得られていないトリチウム水の海洋放出を行わないようにすると
ともに、その処分方法については、多くの関係者に影響を与えることがないよう十分に検討し、新たな風評
を助長しないよう風評対策も拡充・強化するよう強く求める。
　以上、地方自治法第九十九条の規定により意見書を提出する。

令和二年六月二十四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相馬市議会議長　　菊地　清次

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、経済産業大臣、復興大臣、原子力規制委員会委員長　様

茄子小田橋の早期復旧及び

強靭化を市へ要望
　６月定例会において、請願第１ 茄子小田橋の
早期復旧及び強靭化に関する請願が採択された
ことを受け、６月 17 日に立谷市長に対して要
望書を提出しました。
　今後の対応について、立谷市長より、河川管
理者である県と協議しながら早期復旧・強靭化
に努めていくとのお話がありました。

６月定例会で審査した陳情及び請願の審査結果
陳情
番号 件           名 審 議

結 果

２ 地方財政の充実・強化を求める意見
書の提出を求める陳情

採　択

全会一致

３
トリチウム等を含むＡＬＰＳ処理水
の海洋放出に反対する意見書の提出
を求める陳情

不採択

賛成少数

請願
番号 件           名 審 議

結 果

２
日本政府に核兵器禁止条約の調印・
批准を求める意見書の提出に関する
請願

継続審査

　６月定例会において、議案第６９号が議決されたことを受け、内閣総理大臣等に対して意見書を提
出しました。
　なお、意見書の内容については以下のとおりです。

トリチウム水の海洋放出に反対する意見書を各関係機関へ提出

ＪＲ東北新幹線の上を通る桑折高架線にて

国土交通省の説明員より説明を受ける委員ら

　７月８日、今年度中の全区間開通を目指している相馬
福島道路のうち、８月２日から開通予定となっている伊
達桑折 IC から桑折 JCT の工事進捗状況を視察しました。
　相馬福島道路の全線開通により、産業・観光等の活
性化が期待されています。
　今後も当委員会において、残りの霊山 IC・伊達桑折
IC 間について、工事の状況等を継続的に調査してまい
ります。


